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今年の全国大会 も神奈りl履嚇た 、みごとな成績で終 りました。私達は四位 と代表にこそなれません

で したが、その くや しさが引 き金 となり、その後の試合では、大会での教訓 をいかし、良い成績 を納

めています。いざとい う時 にベス トで戦 えるよう、 多 くの大会 に参加 し、自信 をつけてゆこうと思っ

ています。私のクラブ相模原 グリー ンには、全国大会出場選手が何人 もおられます。その方達の胸 を

かりて練習出来 る事は、 とても恵まれていると思います。 クラブの皆様の応援で、私の来年の全国大

会へ向けての練習は、 もう始まっています。 これからの一年間ケガのないように、ベス トな状態で望

めるよ う、パー トナーと共 に頑張 りたいと思います。

浅 沼 栄 子

『四組の中から一組だけ落 とす 日』 と言っても過言ではないで しょう、 9月 27日 とい う日は .′
朝 日レデ ィース県予選最終 日、私達二人 にとってはまさに地獄の一 日で した。先程 まで同 じコー ト上

で三位決定戦 を戦っていた鈴木・早坂組が私の右 に並び、満面笑みをたたえた岡田・足立組、 田渕・

遠藤組 に「おめでとう」 と祝福 を受けている。代表旗 を囲む三組、沐目南スポーツセ ンターの土 を
′
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しく見つめる残 りの一組、今 までの負けの中で 晦` しさ指数、一番の一敗ではないで しょうか。

明券ちた くても勝てなかった」彼女達が全国大会で優勝 し、自分の位置力洸よっきりわかりました。

頑張 りたいと思います。来年は絶対に「四位」 とい う屈辱感だけは味 わいた くありませんから ・̈。

第 2回 武石杯 熟女の技 と技の競 い合 い
天 野 佐 智 子

年々盛んになります女子連の行事 も、滞 りなく今年 も終 ろうとしております。

武石杯 も、第二回目を10月 29・ 30日 に鎌倉ロー ンテニス倶楽部で行 われました。

この大会は、昨年から始められたもので、前支部長の武石様 から優勝杯が寄贈

され、ふ さわしく、年令制限 をした トーナメントなのです。50才から54才迄の

組 と55才以上の組の 2つのグレー ドにしたものです。今年は有資格者 140名余
りの方々に要項 を送付 し25組の方々が参加下 さいました。お年寄 りの大会 と側 から言われております

が、なんと言ってもテニスはハー ドなスポーツ、体力の年令差は勝敗に大いに関係 があります。老若

を問わずの トーナメントも刺激 があって楽 しいとは思いますカミ 同世代で、技 を力を競い合 うのも気

楽ではありませんか。 どうかもっと積極的 に参加 して戴 き度いと思います。今年度の決勝戦は、日召和

9年イヌ年生れの 4名 が。ケンを競い合いました。 とても50才の試合 と思 えない、力強いサーヴィス、
スマ ッシュ、スピー ドボールの打合い、 さすがと思われる ドロップショット、攻撃ロビング、辛抱強

いポイン トの取 り合い、結果はファイナルセ ッ トのタイブレークで優勝が決定 した白熱の戦いで した。

さて2000名 の大世帯 になりました神奈り|1県支音6も支部長 を中′心に役員15名 が、手 さぐりながらも着

実に行事 を企画 し、運営 しております。適材適所の言葉通 り各々が、任 された仕事 に、それは一生懸

命にたず さわってお ります。皆,主婦、母、選手等三役 も四役 もある方が、会員のお世話 をしており
つ ます。 A・ BoCの ニブロック制 も、当初の 200名位 から現在は 700名近い大ブロックになりました。
各ブロック内の行事 も、支部長並のプロック長 さんが大変上手 く行っているようです。今年 も朝 日レ

デ ィース大会は全国優勝出来 ました。 この大会 6回中 4回 も本県が優勝 し得たのは、神奈川県支部の
組織の合理的 さ、運営の確実 さ等がもたらす結果ではないかと考えられます。 日本女子 テニス連盟が

発足したす ぐ 1年後の昭和44年 に神奈川県支部が誕生 したそうです。良 き先輩の皆様方 力ヽ まぐくんで

下さったこの会 を、私達現役員カミ 大切 に守 り、少 しずつでも充実 させて又後輩の方へ とバ トンタッ

チしたいと思います。武石杯は、神奈川支部 15年間の集大成のような気がします。三年 目四年 目と少

しずつでも大 きく育って、より良い大会 に発展する事 を念願致 します。
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朝 日 レデ ィー ス全 国大会 を振 り返 って

トーナメントで しか顔 を合わせたことのなかった監督 を含めて 7人の即席赤の

他人チームが一つの目標 に向って、たつた三 日間の間に凝縮 した本音の関係 を持

てたことは素晴 しいことです。 しかもその勝負は「当た り」 と出たのですから。

平凡な主婦が普通経験することも出来ないような多大な期待 を掛けられ、 しか

ももっと嬉 し'い ことに、 それにしっかり応 えることが出来 るなんて、 こんな光栄
は三度 と味 わ うことはないで しょう。

テニス歴 10年、身心・技術全てに於て自分なりのピークだと感 じます。これで、

うな気 もするし、劣 える体力、気力に鞭打 って精進すべ きような気 もす るし…・・・。

ついたところで、ゆっくり考えてみるとします。

子佑田岡

足立・ 岡田選手

ほっと終 りたいよ

まあ、ひと区切 り

足 立 江 津 子

三 日間の短かった試合、だが長かった全国 レデ ィースの道の り。無事試合が終了 した事でホ ッとし

ました。最終 日、千葉戦 に入 る時、耳 にした優勝決定、笑顔で試合 に入 る事は初めて。(試合 っていつ

もこうだといいなあ、 と一瞬思いました)そ れも一身同体の様な応援 (共すれば応援の中に引 き込 ま
れそう)あ ればこそ、勝 ち得 たものだと思います。
皆様、本当にありがとうございました。人 と人 とのつながり、友達、

etc…  テニスをして、良かったと思います。
思 いや り、優 しさ、厳 しさ、

「 どうして ′どうしていつ もの私達のテニスが出来 ないのかしら」 この言葉 を

全国決勝大会の初 日から三 日目の決勝迄何度繰 り返 した事で しょう。特 に準々決

:券で対宮崎戦には終始一貫 したロビング攻勢 にただただボールを返すだけ、なん

の攻撃 も出来ず、かといって守備 にも徹せ られず負けて しまい悔 いの残 るゲーム

展開にショゲている私達 に先輩方が次の様 に良いア ドバ イスをくださいました。

明券たなくてはならないと思 うからあんなテニスになるのヨ、自分達のテニスを      ■機

して負けたら悔 いはないで しょう、明日は じっかりあなた達の平行陣のテニスを 遠藤・ 田渕選手
してごらんなさい」 私はこの言葉を肝に命 じて決勝に挑みました。神奈りllの優月券は諸先輩方を始め
岩本監督、テームメイ トの強い団結に支えられたものと、皆様に深 く感謝申し上げたいと存 じます。

ネ申奈メll輝 く全国制覇、 4度 目の優勝成 る .4′ なんとすばらしい響 きをもっスL言葉で しょう。 この′1央挙
を成 し遂げたチームの一員であったことは最高の喜びであります。県大会、全国大会 と苦 しい試合の

連続で、まだまだ自分の未熟 さを知 らされながら県命に戦って参 りました。本当に多 くの方々の御指

導 と御支援 を賜 わりましたこと、心よりおネL申 し上 げたいと思います。三度 とない貴重な体験 をさせ

ていただ き、スポーツにテニスを選んでいたことを誇 りに思います。優 しかった岩本監督は じめ岡田

さん足立 さん鈴木 さん早坂 さんそして最良のパー トナー遠藤 さんに感謝 しつつ幸せ をかみ じめてお
|、
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ます。

鈴 木 志 都 子

11月 8日 、念願の優勝が決 まった瞬間、ヤ ッタとい う歓喜 と同時 に地区予選、

県予選 そして練習会での色々な事 が心に蘇 り胸が一杯 になりました。

思 えば私の様 な未熟者が朝 日レデ ィース大会 に出場 し、 しかも素日青しいプレイ

ヤーが浴れる神奈川県の中で幸運 にも県代表になれた喜び、そして先輩方の
′階し

みない協 力
｀
クラブの友人達の温 かい励 まし、 どれも皆んな心 に残 る思い出です。

それから応援 に来て頂いた皆様本当に有難 とうございました。

最後 に主婦でありながら貴重 な体験が出来 ました事 を幸せに思っております。

早 坂 寿 枝

優勝 が決まった瞬間、この lヶ 月間の練習会で落 ち込んで しまった事、経験 した事のない大舞台ヘ

の不安、試合前の緊張感等が一ぺんに吹っ飛んで、たとえようのない満足感で一杯 になりました。

思いがけず県大表 となり、練習会で力のなさを思い知 らされ、悩んだ日もありました。 しかし、チー

ムを信 じ、監督 を信 じて、ついて きた甲斐がありました。弱気 になった時、励 まして頂いた岩本監督

各試合の後、ア ドバ イス して頂いたチームの皆様、忙 しい中、練習会 に参加 して頂いた先輩の皆様、

又連日応援 に来て頂いた人達への感謝の気持 ちで一杯です。本当にありがとうございました。
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